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187　　　　　　　　Power　Doppler　Ultrasound　（ノ く

ワ
ー

ドプラ）を用 い た正常新生 児脳血流動態

の 検討

188　　　 ス トレ ス 負荷新生児 に対す る鎮静刺

激の 評価一唾液中cortisol を用 い て 一

愛媛大

越智　博，戸田　千，草薙康城，谷目文章，

tll中研二 ，矢野樹理，松浦俊平

昭和大

栗原広 行 ， 大槻克文，千 葉　博 ，清水幸子，

斎藤　裕，矢 内原巧

［目的］Power　Doppler　Ultrasound （パ ワ
ー

ドプ ラ） は従来の color　 flow　mapping （CFM）

の 速度表示 と異な り， ドプラ信号の integrat

ed　powerが表示 され る新 しい血流表示法で あ

る．今回，こ の 方法を用 い て 正常新生児脳血

流動態 を検討 した．　 ［方法］生後4896 時間

の 正常新生児 15例を対象 と した．GE横河 メデ

ィ カ ル シ ス テ ム LOGIQ　500の パ ワ
ードプラを

用 い て脳血流を描 出し，最高血流速度 （PV）お

よ びpulsatility　 index （PI）を計測 した，［成

績コ矢状断で は前大脳動脈 （A）断面 （Si）， レ

ン ズ核線状体動脈（LSA）矢状断面（S2），中大

脳動脈 M、 （lnsular　Portion）断面（S、）を描出

した．冠状断で は LSA冠状断面 （Ci）を描出 し

た．Slの A2 （Subcallosal　 Portion）で の PV（c

m／sec ）およびPIは 43．6t9 ．3，1．　67 ⊥ O．　24

（mean ± SD），
　 Frontopolar　Artery（FPA）で は

24．1± 3．3，1．14 ± 0．13で あ り，A2に 比 較 し

て 末梢 （FPA）で PVおよびPIが低値を示 した．

S2の LSA で は 8．2 士 2．1，0．87 ± 0．13といず

れ も著明な低値を示 した．Sllの M，で は 23．　Ot

5。0，1．65 ± 0．15で あ っ た．Ciの LSA で はSz

と同様に 11．】⊥ 2．6， 0．93 ± O．16と低値を示

した．　 ［結論］パ ワ
ー ドプラ に よ っ て CFM で

描出で きなか っ た FPA，　 LSA等の 細 い 血管の 遅

い 血流 の 描出が可能 とな っ た．脳室周囲 白室

軟化症 （PVL） の 好発 部位が LSA の 支配領域で

あるこ とが病理学的に 指摘 されて い るが，LS

A の PVは他 の 血流 に 比較 して 著明な低値を示

し，児 の 循環動態変動の 影響を受 けやす い も

の と考え られ ， 病児 に お ける PVL発症 メ カニ

ズ ム との 関連も示唆され た．

［目的 ］経験 的 に 啼泣児を抱 くこ と に よ り鎮 静化す

る事は知られて い る 。 近年 、 新 生児 ス トレ ス の 指標

と して 唾 液中 cortisol （F）の 測定が 有用 で あ り、ま

たそれ を用 い て 新生児 に 対する母体心 音（聴覚 ）の

鎮静効果が 報 告 され て い る 。 今回、新生児 へ の 聴覚

刺 激以 外の 触覚、嗅覚が鎮 静作 用 を有す る か に つ

い て 検討 した 。 ［方 法 ］正 期 産 の 生 後5日 目の 新生児

200名 を対象 と し、母親の 同意を得 て 午 後 3−4時の

間 に 唾液（前 値）採取 を行な い 、次い で 足底よ り採

血 （ガ ス リ
ー

テ ス ト）刺激を行 っ た 。 こ の 際 に鎮静

刺激と して触 覚（抱 擁 ）刺激（育児経験者群、未経験

者群 ）、嗅覚刺激（ラ ベ ン ダー臭群、ミル ク臭群）を

加 え 、20分後 に 再び 唾液 （後 値 ）採 取 を行な っ た 。

F値はRIA法 に て 測 定 し、後値を前値で 除 した値

（A／Bratio ）を評価 と して 用 い た 。 ま た 、同時 に ビ

デオ を用い て Lewis ＆ Tho皿as の 方法 で 表情分析

（BRS）を行な っ た 。 ［成績］1）触覚刺 激に お い て A〆B

ratio 、BRSと もに 、触 覚刺激群は コ ン トロ
ー

ル

（A／Bratio ：L73±0．20、 BRS ；99．3±6．2）に 比 し有意

差を認めなか っ た 。 2）嗅覚刺 激 に お い て 、AIB

ratio は ラ ベ ン ダ
ー

臭 群で は 有意差を認めず、ミル

ク臭群 に お い て 有意 に 低 値（0．90±O．23，pく0．05）を

示 した 。

一一
方BRSは、ミル ク臭群は コ ン トロ

ー
ル に

比 し有意 差 は 認 め な い もの の 、低値（86．6±ILe ）を

示 した 。 ［結 論 ］今回早 期新生 児の 各種感覚刺激 に

よ る鎮静効果をF値及 びBRSに よ り比較 検 討 した 。

そ の 結果、抱擁 の 有 無 で は 有意差 は 認あ なか っ た 。

一
方、児 の 感覚の うち聴覚、嗅覚に て 母 児 関係に 関

与す る母体心 音 、 ミル ク臭 が新生児 ス トレ ス に 対

して 、明 らか な鎮静 効果を有する こ と が は じめ て

示 され た 。
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